
魚津市立東部中学校 3年

滑川市立滑川中学校 3年

富山市立呉羽中学校 2年

射水市立小杉中学校 3年

高岡市立牧野中学校 3年

発表順

最近は個性が尊重される社会になってきたが、すべての個性が受け入れられるわけではない。
自分の考えや感性が否定される経験を通じて、自分の「色」を見失いそうになることもある。それで
も、自分の色を言葉にし、形にして伝えたい。誰もが異なる色を持ち、それが個性であり、誇るべ
きことだから。互いの色を認め合い、あなたの色を見つけてほしい。

大谷　遥香 想いを風にのせて

大島　幸奈

おおしま　ゆきな

透明な絵の具

概
要

概
要

１月１日の元日に発生し、人々を不安に陥れた「能登半島大震災」。「富山で大きな地震は発生
しないだろう」という富山県民の意識を変えた災害でした。私たちは地震に対して、何をすればよ
いのでしょうか。「災害大国日本」で、どのように立ち回ればよいのでしょうか。能登半島大震災を
例に、自分にできること、共に暮らす人々とできることを考えてみました。

おおたに　はるか

発表順

たからだ　はると
発表順

宝田　遥叶 災害への対応で大切なこと

言葉によるいじりといじめ

概
要

言葉は、時に相手にとってトゲのあるものになってしまうことがあるということや、いじりといじめの
境界線について考える体験から、自分の言葉には責任をもたなければならないと思うようになっ
た。また、誰もが相手の立場に立って言葉を発するようになれば、いじめのない世界になるのでは
ないかと考える。

概
要

社会の急速な発展により新しい考え方や多様な価値観が生まれる中、家族や友人を大切に思
う気持ちは変わらないことに気づいた。そんな中で震災で引き裂かれた家族や友人にとってもま
たそれは変わらないのだということを知った。自分にできることは何なのか。考えるだけではなく、
形や行動で表すべきことがあるのではないか。今、それを広く、強く、想いを深め、実現するため
に発信する。

もりなが　ちか
発表順

森永　知香

概
要

これまでの私は、同じように繰り返される日々がつまらないと感じ、平凡な暮らしに物足りなささ
え感じていた。でも、その日常こそが、とてもかけがえのないものだと気付いた。家族そろって食
卓を囲むこと、元気に学校に通えること、何気ないすべてに感謝していきたい。

なかざわ　りせ
発表順

中澤　莉聖 日常の尊さ

第47回 「中学生の主張富山県大会」 発表者



高岡市立志貴野中学校 3年

高岡市立志貴野中学校 3年

砺波市立出町中学校 3年

南砺市立平中学校 3年

南砺市立平中学校 2年

概
要

　家族とは、一体何なのでしょうか。突然の父の死。あまりにも急すぎて、その事実を受け入れら
れないまま、何事もなかったかのように毎日は過ぎ去っていきます。けれども、そんな中、私は改
めて気付きました。父の存在の大きさ、そして家族がいかに互いを思いやり、支え合っているか
を。私も、家族のために何ができるか考えていきたいと思います。

発表順

岩﨑 日向子 自分の声を取り戻すために

やまぐち　えま
発表順

山口　愛茉 家族とは

概
要

クロスカントリースキー競技と向き合う中で、様々な方との出会いを通じて感じた“競技力”向上
のための“人間力”向上。「謙虚・礼節・文武両道」の３つの観点から自分自身を見つめ直し、弱い
自分からも決して逃げることなく向き合いました。向き合うことで見つけた新たな目標へ向かってこ
れからも３つの合い言葉を胸に自分自身と向き合い続けていきたいと思いました。

やました　ももよ
発表順

山下　桃代 しなやかに、自然体

概
要

　これまで、障害をもつ方とどのように接し、どう考えると良いのか、人権という視点
とともに悩むことがありました。今年の春、車いすを使う後輩の入学をきっかけに、障
害をもつ方への接し方や考え方について改めて見つめ直しました。誰と関わるときも、
しなやかに、自然体で接することができれば、身近な場所からより良い社会を創ること
ができるのではないでしょうか。

さかもと　おうか
発表順

坂本　桜香 自分自身と向き合う

まえはな　ふうか
発表順

前花　風香 なりたい自分になるために

概
要

中学２年生の夏に、「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」で訪れた総合病院。看護師を目指す私は、や
る気に満ち溢れていました。しかし、採血の現場で気分が悪くなり、落ち込んでしまいます。そん
な私に、温かい言葉をかけてくださった看護師の方々。周囲の支えや現場で働くたくさんの人に
触れ、看護師になりたい、という思いが一層確かなものとなります。また、社会で働く人々の存在
に気付き、働くことの意味を知るのでした。

いわさき　ひなこ

概
要

SNSに夢中になるうちに、私はいつの間にか本当の自分を見失っていました。しかし、スマート
フォンを手放して気付けたことは、本当の心の声、家族のぬくもり、そして、今という二度と戻れな
い時間の大切さでした。SNSが当たり前のこの時代だからこそ、見直してみることで見えてくるかけ
がえのないものがある。そう気付いた私の体験をみなさんにも届けたいです。


